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１ 分析に向けて
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１ 分析に向けて

全国学力・学習状況
調査の実施（Check)

①教科に関する調査
②生活習慣や学習環
境等に関する質問
調査

結果を基に実態把
握・分析（Action)

目標・指標及び取組
の設定（Plan)

重点取組の実践
（Do)

学校総体で児童生徒
を学びの主体とする
授業や課題改善に向
けた取組を行う

国や県から提供する
資料を参考に分析す
る

成果と課題を検証し、
改善につながる指標や
取組を設定し、向上に
向けた計画を立案する

Ｃ DPA

◇学力・学習状況調査の結果から、
児童生徒の学力・学習状況や各
学校の授業及び学びの保障の取
組状況が把握できます

◇取組の成果と課題を検証し、改
善に向けて、授業や学校総体で
取り組みます

県
学
力
・
学
習

状
況
調
査

Ｃ
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＜分析について＞
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１ 分析に向けて
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＜分析のポイント＞

※「解説資料」及び「報告書」は下記のＵＲＬよりダウンロードできます（Ｒ５よりデータにて提供）
「解説資料」：https://www.nier.go.jp/24chousa/24chousa.htm
「報告書」 ：https://www.nier.go.jp/24chousakekkahoukoku

結果提供後、設問ごと
の解答状況、成果や課
題、特徴的な解答の分析
等、学習指導の改善・充
実を図る際のポイントを
示した資料

※ 質問調査において
は、経年変化や学力と
のクロス分析を掲載

調査終了後、
速やかに学力や
学習の状況、課
題を把握し、学
習指導の改善・
充実等に取り組
む際に参考とな
る資料

全国学力・学習状況調査の解説資料や報告書、本県作成
「教科の結果分析と課題の改善に向けて」及び本資料は、

各学校における結果分析と改善に向けた取組を考える際の
参考となります。
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２ 教科に関する調査の分析について
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方法①：問題分析から授業改善へ

方法②：正答率等の結果から授業改善へ
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２ 教科に関する調査の分析について

◇教科に関する調査の結果から授業改善へ

※ 本校の重点取組（活用）シートと併せて活用する。
※P7参照

まずは、「課題改善に向けた重点指標及び取組」と「本
校の重点取組（活用）シート」を確認しましょう！

方法③：国の授業アイディア例や、県の教科に

関する調査結果から授業改善へ
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２－（１）「問題分析から授業改善へ」

次ページから、今年度及び昨年度までの全国学力・学習状況調査問題の問題等を
例に、①～⑤の視点から分析し、授業改善に生かすポイントを示します。
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① 「題材」に着目する

② 「構成」や「配列」に着目する

③ 「問い方」に着目する

④ 「解答類型」に着目する

⑤ 過去の学力・学習状況調査の類似問題に着目する

◇問題の分析は、授業改善につながります。【問題分析の視点】
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Ｒ６年度小学校６年生国語より
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２－（１）「問題分析から授業改善へ」

全国学力・学習状況調査の問題には、授業改
善につながるたくさんのヒントがあります。

①「題材」に着目する

・ 日常生活と関連するものを扱っている

・ 一人一台端末を活用している場面を

扱っている

授業改善に生かすポイント

〇本問題のように、日常生活と関連した学習
活動を位置付けることで、児童生徒が、学
んだことの広がりや深まりを実感すること
につながります。

オンラインで学校間交流をする場面設定
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②「構成」や「配列」に着目する

・ 思考の流れに沿った配列

基礎的な計算
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２－（１）「問題分析から授業改善へ」

基礎的な1問目から、少しずつ難易
度を高くしたり、前の小問の解答を
活用して次の問題に取り組んだりと
いった構成となっている。

知識を活用して、思考を伴う計算

授業改善に生かすポイント

〇目的に応じて、問題場面を設定しましょう。

〇思考や課題解決の流れに沿った問題の配列にしましょう。

〇解答したことを、活用して考えるような構成にしましょう。

場面に応じた考察
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③「問い方」に着目する

・ 簡潔で具体的な問い方

・ １文に１つの指示や発問

授業改善に生かすポイント

〇あいまいな発問にせず、教科等

の見方・考え方を働かせるよう

な具体的な発問にしましょう。

〇学習のねらいに応じて、何に着

目するのか（何から読み取るの

か）を示しましょう。
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２－（１）「問題分析から授業改善へ」

「四分位範囲はどうなりますか」だけでなく、何から
読み取るのかを具体的に示してあります。
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④「解答類型」に着目する

・ 誤答を予想

授業改善に生かすポイント

〇子供たちのつまずきから、指導の改善

を図りましょう。

〇一時間のゴールや単元のゴールを明確

に把握しましょう。
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２－（１）「問題分析から授業改善へ」

報告書では、設問毎に「解答類型
と反応率」「分析結果と課題」等が
記載されており、子供たちの解答状
況やつまずきの理由等が分析されて
います。
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⑤過去の学力・学習状況調査の類似問題に着目する

授業改善に生かすポイント

〇題材や問い方を授業づくりやテストづくりの参考にしてみましょう。

〇問題の定着率を比較し、指導の在り方を再確認しましょう。

R５年度 全国学力・学習状況調査問題（中学校３年生数学）より
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２－（１）「問題分析から授業改善へ」

R６年度 全国学力・学習状況調査問題（中学校３年生数学）より
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① 「題材」に着目する

② 「構成」や「配列」に着目する

③ 「問い方」に着目する

④ 「解答類型」に着目する

⑤ 過去の学力・学習状況調査
の類似問題に着目する

２－（１）「問題分析から授業改善へ」

◇「問題分析の視点」は、定着問題や定期考査の作成にも役立ちます。
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定着問題や定期考査などの作成の
際には、「題材」「構成」「配列」
「問い方」を参考にすることができ
ます。
また、調査問題を、該当学年での

定着確認やレディネステストに活用
することも考えられます。

定着が十分でない場合は、分かる喜
びが実感できるよう、身に付くまで
粘り強く指導していきましょう。
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① 成果と課題を洗い出す

② 学校全体で課題となるような「問題」を抽出する

③ ②の問題について、課題改善のための取組を考える

◇正答率等の分析は、授業改善につながります。

次ページから、主に小学校算数を例に、①～③の分析の流れを示しています。
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２－（２） 「正答率等の結果から授業改善へ」

【分析の流れ】
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２－（２）「正答率等の結果から授業改善へ」

①成果と課題を洗い出す視点

問題や、国の解説資料等を参考にして、解答を書いていない原因や
つまずきを考える。

成果や課題が「内容や領域」、「評価の観点」、「問題形式」に着
目し、これまでの取組を検証する。

今年の３年生数
学は、「図形」の
領域の問題がよく
解けていた。数学
担当の○○先生の
「図形」の授業
に、授業改善のヒ
ントがあるな。

小学校国語の
「４二」の問題は
正答率は高いけ
ど、間違って
「３」と解答して
いる子供も多い
な。指導の方法を
見直す必要がある
な。

解答類型から「反応率」を見てみると、子供たちの誤答の状況やつ
まずきが見える。誤答から、個別最適な指導への気付きがある。

自校の正答率を県や全国と比較する。これまでの調査で見られ
た課題について、改善が見られるか確認する。定着に課題がある
指導事項を確認する。

・正答率に着目する

・「内容や領域」、「評価の観点」、「問題形式」に着目する

・無解答率に着目する

・反応率に着目する
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２－（２）「正答率等の結果から授業改善へ」

●小学校算数２（３）（本県21.4％、全国24.9％、－3.5）
問題の一部

②課題となる問題の抽出

・正答率に着目する

正答率が３割未満で、全国平均を下回っ
ている。

・反応率に着目する

解答類型から、「６０」と解答する誤答
の割合が33.2％であり、正答率よりも高い。
また「４０」という誤答が13.5％であり、
無答は3.7％である。

授業改善に生かすポイント

〇問題を実際に解いてみましょう。

〇提供されたデータの問題別（解答類型）

調査結果と「報告書」の解答類型を参考

に、子供のつまずきがどこにあるか確

認しましょう。

R５年度 小学校６年生算数より
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（例）全学調の問題を、該当学年の定着問題や定期考査の問題
作成の参考とする。
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２－（２）「正答率等の結果から授業改善へ」

③抽出した問題の課題改善への取組 問題別調査結果

①問題を解くために必要な力を確認する。

・報告書の出題の趣旨や該当学年を確認し、学習指導要領
解説から身に付けさせる力を確認する。

②課題改善への取組を設定し、確実に実践する。

・調査対象学年や、抽出した問題の該当学年でも設定した
取組を行う。

（例）課題が見られた内容と関連する領域や指導事項等を扱う
際に、既習事項を振り返ったり、活用したりする場面を設
定する。

※問題別調査結果を見ると、出題の趣旨や該当学年が分かります。

出題の趣旨が分かります

該当学年が
分かります
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２－（３）「国の授業アイディア例や、県の教科に関する調査結果から授業改善へ」

〇国の授業アイディア例や県の教科
に関する調査結果を参考にする。

・課題に関連する問題に着目する

・具体的な授業場面における改善
の手立てを考える

授業改善に生かすポイント

〇課題のある問題の解答状況を把握しま

しょう。

〇国や県の資料を参考に、具体的な授業

場面における課題改善に向けた手立て

を考え、確実に実践しましょう。

令和６年度全国学力・学習状況調査報告書「小学校国語」より
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３ 質問調査の分析について
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① グランドデザイン等と関連のある質問項目を絞り込む

② ①について、表やグラフで可視化する

３ 質問調査の分析について
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③ 結果を分析し、課題改善の取組を考える

熊本県教育庁市町村教育局義務教育課

【分析の流れ】

◇質問調査の結果分析から、課題改善の取組へ

※ 「本校の重点取組（活用）シート」と併せて活用する
※P7参照

まずは、「課題改善に向けた重点指標及び取組」と「本
校の重点取組（活用）シート」を確認しましょう！
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３－（１）「質問項目の絞り込み」

① 学校教育目標、育成を目指す資質・能力の達成につながる質問項目を選び、その中から
絞り込む。

学校教育目標

今以上の自分に向かって もう一歩 踏み出す〇中生

育成を目指す資質・能力

問題発見・解決能力
やり抜く力

読解力 協調性

授業力向上部会
〇生徒が学びの主体となる学習課題、学
習活動、発問の研究

〇分からない生徒には分かるまで関わり、
分かっている生徒はさらに伸ばす

学級力向上部会
〇学級や学校の運営に主体的に参加する
生徒会

〇家庭、地域と連携した生活や食のよき
習慣づくり

目指す生徒の姿
自分の思いや考えを自分の言葉で語れる生徒
仲間の思いや考えに自分の言葉で返せる生徒

自分達に対する周りの思いに心から感謝できる生徒

グランドデザインの一例（一部分を抽出）

グランドデザインや研究
計画等を基に各学校が、質
問項目を選ぶ。

（例）児童生徒質問の問20
「分からないことや詳しく知
りたいことがあったときに、
自分で学び方を考え、工夫す
ることができている」につい
て、回答割合や経年変化を見
ていく。

（例）学校質問の問14の回答
割合から、地域等の外部の資
源を含めた、教育活動に必要
な人的・物的資源等の活用状
況を分析していく。

21熊本県教育庁市町村教育局義務教育課

※学級経営、校内研修等でも考えられます。
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R６年度児童生徒質問の主な項目

１ 基本的生活習慣等 ２ 挑戦心、達成感、規範意識、自己有用感等
３ 学習習慣、学習環境等 ４ 地域や社会に関わる活動の状況等
５ ＩＣＴを活用した学習状況
６ 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況
７ 総合的な学習の時間、学級活動、特別の教科道徳
８ 学習に関する興味・関心や授業の理解度等（国語）
９ 学習に関する興味・関心や授業の理解度等（算数・数学）

１０ 学習に関する興味・関心や授業の理解度等（理科）
１１ 学習に関する興味・関心や授業の理解度等（英語）
１２ 各教科に関する調査の解答状況

R６年度学校質問の主な項目

１ 生徒指導等
２ 学校運営に関する状況／教職員の資質向上に関する状況
３ 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況
４ 総合的な学習の時間、学級活動、特別の教科道徳の指導方法
５ 学習評価 ６ 国語科の指導方法
７ 算数・数学科の指導方法 ８ 理科の指導方法
９ 英語科の指導方法 １０ ＩＣＴを活用した学習状況

１１ 特別支援教育 １２ 小学校教育と中学校教育の連携
１３ 家庭や地域との連携等 １３ 家庭学習
１５ 全国学力・学習状況調査の結果の活用

熊本県教育庁市町村教育局義務教育課

３－（１）「質問項目の絞り込み」

【児童生徒質問及び学校質問の主な項目】

報告書には、質問対応表が
あり、それぞれの質問がどう
いった項目に関する調査であ
るか、掲載ページとともに記
載してあります。
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３－（２）「結果の可視化」

② ①の質問項目を、表やグラフにする。

86.284.0 

77.8

65

70

75

80

85

90

令和６年度令和５年度令和４年度
肥後中（第３学年） 全国 中学校（第３学年）

経年変化

・経年変化は折れ
線グラフにし、全
国や県の平均と比
較してみる。

・各学校に提供さ
れている、「回答
結果集計」を活用
する。
・学力調査とのク
ロス集計も可能。

回答結果集計
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３－（３）「分析と取組」

③ 結果を分析し、課題改善の取組を考えましょう。

85.3%

94.6%

95.1%

50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

肥後中

熊本県

全国

分析１：肯定した生徒の割合を全国値、県平均と比べると、肥後中
は低い傾向にある。

（例）「学校質問9 調査対象年学年の生徒は、授業中の私語が少なく、落ち着いていますか。」の結果

取組を考えるためのポイント

〇これまでの取組を振り返り、成果と課題を整理する。

〇授業、行事、児童会・生徒会等での児童生徒の様子を共有する。

〇児童生徒はどう考えているかアンケートで聞き取りを行う。（児童会、生徒会との連携）

〇学校教育目標の実現や育成を目指す資質・能力に向け五者連携で取り組むことを考える。

〇「熊本の学び」プロジェクト校の取組や、「熊本の学び推進プラン」、取組事例集等を参考にする。

分析２：国のクロス分析では、肯定率が高い学校ほど、教科の平均
正答率が高い傾向にあることを確認する。

全く思わないそう思う
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参考資料
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校内研修シート例
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①「題材」や「配列」、「問い方」の工夫について、話し合いましょう。

◇各学校でも問題を

分析してみましょう。

校内研修シート① 「問題分析から授業改善へ」

取り出した問題 ： 教科（ ） 大問（ ）の（ ）

※平均正答率 ： 自校（ ）％、 県（ ）％

②「解答類型」から、自校の子供たちのつまずきを確認しましょう。

③ 過去の調査問題の類似問題を探してみましょう。

・（ ）年度の（ ）年生

（教科 ）大問（ ）の（ ）

〇学校総体で取り組む内容
をまとめましょう。
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熊本県教育庁教育指導局義務教育課 27

成果が見られた内容

○ 出題の趣旨や【問題番号】、自校や本県、
全国の正答率、差などを書き入れましょう。

課題が見られた内容

校内研修シート②「正答率等の結果から授業改善へ」 教科名：

○ 出題の趣旨や【関連番号】、自校や本県、全
国の正答率、差などを書き入れましょう。

熊本県教育庁市町村教育局義務教育課



熊本県教育庁教育指導局義務教育課 28

課題が見られた問題

目指す具体的な授業場面

○

※学習指導要領解説を読んで考える。

●問題番号（大問 の ）
（自校 ％、本県 ％、全国 ％）

・誤答の状況

・誤答しないために必要な力

・そのための手立て

校内研修シート③
「国の授業アイディア例や、県の教科に関する調査結果から授業改善へ」

教科名：

◇課題となった問題の誤答例から学ばせる必要がある知識・技能を考えたり、定着につながる言
語活動や学習活動など具体的な授業の場面を考えましょう。
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「児童生徒を学びの主体」とする授業改善の視点

※参照：県教委HP「教科の結果分析と課題の改善に向け

て」
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〇各学校の教育目標、育成を目指す資質・能力、重点取組

校内研修シート④ 「質問項目の絞り込み」

・「児童生徒質問」から、上記の実現に向けて特
に関連のある質問項目を選ぶ。

・肯定率を全国平均や県平均と比較し、肯定率の
経年変化を確認する。

29

・「児童生徒質問」と関連のある学校質問を選ぶ。
・全職員に調査し、児童生徒の意識と比較してみる。
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②結果（表やグラフでの可視化）

校内研修シート⑤ 結果の可視化、分析と取組

30

①質問項目
【問 】
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③分析結果及び今後の取組


